
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 吉田学園医療歯科専門学校 

設置者名 学校法人吉田学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

専門課程 

救急救命学科 
夜 ・

通信 
285時間 240時間  

臨床工学科 
夜 ・

通信 
256時間 240時間  

臨床検査学科 
夜 ・

通信 
256時間 240時間  

視能訓練学科 
夜 ・

通信 
270時間 240時間  

歯科衛生学科 
夜 ・

通信 
330時間 240時間  

歯科技工学科 
夜 ・

通信 
480時間 160時間  

医療事務クラーク学科 
夜 ・

通信 
180時間 160時間  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://yoshida-g.ac.jp/disclosure/iryoshika/ 
 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 吉田学園医療歯科専門学校 

設置者名 学校法人吉田学園 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準その

他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表していること。 

（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画（シラバス）は、毎年 12月中旬から 2月中旬にかけて、各科目の実施状

況から授業内容や方法の見直しを図り、次年度分を作成している。 

授業の方法や内容に加え、当該科目の到達目標、成績評価の方法・基準を設け、定

型様式で科目ごとに作成。学科・学年別にとりまとめ授業計画を作成し、校長の確認・

決裁を受け、4月にインターネット上で公表を行う。 

 

授業計画書の公表方法 https://yoshida-g.ac.jp/disclosure/iryoshika/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、学修成果

を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定していること。 

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

授業科目の成績評価は、定期試験（必要により再試験を含む）、担当者が必要に応

じて実施するテスト、課題、リポート、並びに平素の学習活動全般から得られる評価

資料に基づいて総合的に勘案して行う。 

シラバス記載の成績評価方法・基準に基づき、科目別に成績の基準となる評点を算

定、学則第 11 条 3 項に則りＡ～Ｄの 4 段階評価に置き換える。次の条件がともに満

たされているとき、所定の時期に行われる成績会議を経て校長が当該科目の成績並び

に履修を認定する。 

（１）授業科目の標準授業時間数の２／３以上出席していること。 

（２）成績評価が所定の基準（Ｃ以上）を満たしていること。 

なお、他での履修・学修を本校において認定する場合や、実習集中講義等において

目標達成度合いに応じた評価ができない場合は「Ｎ」（認定）と表示する。 

・前期成績判定会議（9月下旬 全学生） 

・卒業判定会議  （2月～3月上旬 卒業対象学生） 

・進級判定会議  （3月 進級対象学生） 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとともに、成績

の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

個人の各科目における評点の合計を履修科目数で平均化することにより順位付け

し、成績の分布状況を把握している。 

これにより、学生個々の習熟状況とともに学科学年全体における成績の分布傾向を

把握し、学習指導、科目指導方法、授業内容の改善に役立てる。 

また、クラス担任制を採用し、特に成績評価下位(概ね下位１/４)の学生に対し注

意喚起を実施、取り組み姿勢の改善や学力向上に向けた補習指導など対策を講じてい

る。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://yoshida-g.ac.jp/disclosure/iryoshika/ 



  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施していること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業は、校長、副校長、学科長等で構成された卒業判定会議（３月上旬実施）を経

て、校長が認定する。 

卒業が認められる者は、当該課程の全ての履修科目の単位を修得し、かつ、学費及

び諸経費を納入している者とする。ただし、医療事務クラーク学科においては、総時

間数 1,717時間以上が履修されている場合は、卒業を認める。 

卒業を認定されなかった場合は、当該学年に留め置く（原級留置）。 

なお、卒業・課程修了の認定については、学則に示し、公表している。 

また、認定方針の改定が必要な場合は、運営会議に諮り検討する。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://yoshida-g.ac.jp/disclosure/iryoshika/ 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 吉田学園医療歯科専門学校 

設置者名 学校法人吉田学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://yoshida-g.gr.jp/johokokai/ 

収支計算書又は損益計算書 https://yoshida-g.gr.jp/johokokai/ 

財産目録 https://yoshida-g.gr.jp/johokokai/ 

事業報告書 https://yoshida-g.gr.jp/johokokai/ 

監事による監査報告（書） https://yoshida-g.gr.jp/johokokai/ 
 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 専門課程 救急救命学科 〇  
修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 昼間 2,479 

単位時間／単位 

1,271 

単位時間

/単位 

38 

単位時間

/単位 

945 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

225 

単位時間

/単位 

2,479単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

300人 273人 0人 9人 45人 54人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

毎年 12月中旬から 2月中旬にかけて、各科目の実施状況から授業内容や方法の見

直しを図り、次年度の授業計画を作成している。 

授業計画は、定型様式を準備し、授業の方法や内容に加え、当該科目の到達目標、

成績評価方法、基準を設け、シラバスとして科目ごとに作成し、学科別学年別にとり

まとめ、授業計画の作成後、校長の確認決裁を受け、学生に公表している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学生に公表のシラバスに記載の成績評価方法、基準に基づき、科目別に成績の基準

点となる評点を算定。学則第 11条 3 項に則り、Ａ～Ｄの 4段階評価に置き換え、成

績会議を経て、Ｃ以上の成績評価を受けたものを合格とし、当該科目の成績並びに履

修を認定する。 

 

 

 

 

 



  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

成績会議にて科目別の成績評価、単位認定を積み重ね、卒業学年最終の成績会議の

際に卒業判定会議を兼ね、学則第 9条に示した学科別に規定する時間数、単位数の履

修状況を確認し、規定に達した者を卒業認定する。なお、認定方針は、学則並びに「学

習のしおり」に示し公表している。また、認定方針の改定が必要な場合は、運営会議

に諮り検討する。 

学修支援等 

（概要） 

成績評価の基準となる評点から、学生個々の習熟状況を把握するとともに、学科学

年全体における成績状況の分布傾向を把握し、個々の学習指導、全体的な習熟状況か

ら科目指導方法、内容の改善に役立てる。 

なお、当校ではクラス担任制を採用しており、担任が成績を管理把握し、個々の学

習指導、相談に応じている。また、特に成績評価下位(概ね下位 1/4)の学生に対し、

注意喚起、取り組み姿勢の改善や学力向上に向けた補習指導など、対策を講じている。 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 
65人 

（100％） 

0人 

（0％） 

55人 

（84.6％） 

10人 

（15.4％） 

（主な就職、業界等） 

消防本部、病院 他 

（就職指導内容） 

 公務員試験対策模擬試験(20回)、面接試験対策(模擬面接〔オンライン面談

も含む〕の実施、集団討論等）、試験申込書記入サポート 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 救急救命士国家資格  64名受験、64名合格 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  70人 4人  5.7％ 

（中途退学の主な理由） 

 学業不振、進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 職業観の醸成（ホームルームやグループワーク等での卒業後のあるべき姿の見える

化）、学業サポート(補講の実施、試験対策授業の実施)、生活指導(個別面談を介し

て日常生活での不安解消) 

 

 

 

 



  

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 専門課程 臨床工学科 〇  
修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 昼間 2,425 

単位時間／単位 

1,804 

単位時間

/単位 

105 

単位時間

/単位 

516 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

2,425単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 54人 0人 6人 44人 50人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

毎年 12月中旬から 2月中旬にかけて、各科目の実施状況から授業内容や方法の見

直しを図り、次年度の授業計画を作成している。 

授業計画は、定型様式を準備し、授業の方法や内容に加え、当該科目の到達目標、

成績評価方法、基準を設け、シラバスとして科目ごとに作成し、学科別学年別にとり

まとめ、授業計画の作成後、校長の確認決裁を受け、学生に公表している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学生に公表のシラバスに記載の成績評価方法、基準に基づき、科目別に成績の基準

点となる評点を算定。学則第 11条 3 項に則り、Ａ～Ｄの 4段階評価に置き換え、成

績会議を経て、Ｃ以上の成績評価を受けたものを合格とし、当該科目の成績並びに履

修を認定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

成績会議にて科目別の成績評価、単位認定を積み重ね、卒業学年最終の成績会議の

際に卒業判定会議を兼ね、学則第 9条に示した学科別に規定する時間数、単位数の履

修状況を確認し、規定に達した者を卒業認定する。なお、認定方針は、学則並びに「学

習のしおり」に示し公表している。また、認定方針の改定が必要な場合は、運営会議

に諮り検討する。 

学修支援等 

（概要） 

成績評価の基準となる評点から、学生個々の習熟状況を把握するとともに、学科学

年全体における成績状況の分布傾向を把握し、個々の学習指導、全体的な習熟状況か

ら科目指導方法、内容の改善に役立てる。 

なお、当校ではクラス担任制を採用しており、担任が成績を管理把握し、個々の学

習指導、相談に応じている。また、特に成績評価下位(概ね下位 1/4)の学生に対し、

注意喚起、取り組み姿勢の改善や学力向上に向けた補習指導など、対策を講じている。 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 
28人 

（100％） 

0人 

（0％） 

23人 

（82.1％） 

5人 

（17.9％） 

（主な就職、業界等） 

 病院、クリニック 

（就職指導内容） 

 就職に必要な資格試験（国家試験、ME2種検定、ME1種検定）の試験対策 

 面接指導、履歴書、令状作成指導、就職先選択に向けた講習会 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 臨床工学技士国家資格  27名受験、23名合格 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  29人 1人  3.4％ 

（中途退学の主な理由） 

 病気療養 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

基礎学力向上に向けた対策の徹底、定期試験合格に向けた対策の徹底 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 専門課程 臨床検査学科 〇  
修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 昼間 2,882 

単位時間／単位 

1,380 

単位時間

/単位 

272 

単位時間

/単位 

1,230 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

2,882単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 80人 0人 6人 34人 40人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

毎年 12月中旬から 2月中旬にかけて、各科目の実施状況から授業内容や方法の見

直しを図り、次年度の授業計画を作成している。 

授業計画は、定型様式を準備し、授業の方法や内容に加え、当該科目の到達目標、

成績評価方法、基準を設け、シラバスとして科目ごとに作成し、学科別学年別にとり

まとめ、授業計画の作成後、校長の確認決裁を受け、学生に公表している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学生に公表のシラバスに記載の成績評価方法、基準に基づき、科目別に成績の基準

点となる評点を算定。学則第 11条 3 項に則り、Ａ～Ｄの 4段階評価に置き換え、成

績会議を経て、Ｃ以上の成績評価を受けたものを合格とし、当該科目の成績並びに履

修を認定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

成績会議にて科目別の成績評価、単位認定を積み重ね、卒業学年最終の成績会議の

際に卒業判定会議を兼ね、学則第 9条に示した学科別に規定する時間数、単位数の履

修状況を確認し、規定に達した者を卒業認定する。なお、認定方針は、学則並びに「学

習のしおり」に示し公表している。また、認定方針の改定が必要な場合は、運営会議

に諮り検討する。 

学修支援等 

（概要） 

成績評価の基準となる評点から、学生個々の習熟状況を把握するとともに、学科学

年全体における成績状況の分布傾向を把握し、個々の学習指導、全体的な習熟状況か

ら科目指導方法、内容の改善に役立てる。 

なお、当校ではクラス担任制を採用しており、担任が成績を管理把握し、個々の学

習指導、相談に応じている。また、特に成績評価下位(概ね下位 1/4)の学生に対し、

注意喚起、取り組み姿勢の改善や学力向上に向けた補習指導など、対策を講じている。 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 
30人 

（100％） 

0人 

（0％） 

25人 

（83.3％） 

5人 

（16.7％） 

（主な就職、業界等） 

 病院、健診センター、検査センター他 

（就職指導内容） 

 地元への就職を指導（臨床検査技師不足のため） 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 臨床検査技師国家資格  30名受験、26名合格 

（備考）（任意記載事項） 

 国家試験不合格者は、基本病院勤務が出来ないため就職はない。 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  32人 1人  3.1％ 

（中途退学の主な理由） 

 学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 学業サポート(補講の実施、試験対策授業の実施)、職業観の醸成(卒業後のあるべ

き姿の見える化)、早めの個別面談と個人授業、保護者との連携の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 専門課程 視能訓練学科 〇  
修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 昼間 2,566 

単位時間／単位 

1,144 

単位時間

/単位 

226 

単位時間

/単位 

1,196 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

2,566単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

150人 88人 0人 6人 51人 57人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

毎年 12月中旬から 2月中旬にかけて、各科目の実施状況から授業内容や方法の見

直しを図り、次年度の授業計画を作成している。 

授業計画は、定型様式を準備し、授業の方法や内容に加え、当該科目の到達目標、

成績評価方法、基準を設け、シラバスとして科目ごとに作成し、学科別学年別にとり

まとめ、授業計画の作成後、校長の確認決裁を受け、学生に公表している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学生に公表のシラバスに記載の成績評価方法、基準に基づき、科目別に成績の基準

点となる評点を算定。学則第 11条 3 項に則り、Ａ～Ｄの 4段階評価に置き換え、成

績会議を経て、Ｃ以上の成績評価を受けたものを合格とし、当該科目の成績並びに履

修を認定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

成績会議にて科目別の成績評価、単位認定を積み重ね、卒業学年最終の成績会議の

際に卒業判定会議を兼ね、学則第 9条に示した学科別に規定する時間数、単位数の履

修状況を確認し、規定に達した者を卒業認定する。なお、認定方針は、学則並びに「学

習のしおり」に示し公表している。また、認定方針の改定が必要な場合は、運営会議

に諮り検討する。 

学修支援等 

（概要） 

成績評価の基準となる評点から、学生個々の習熟状況を把握するとともに、学科学

年全体における成績状況の分布傾向を把握し、個々の学習指導、全体的な習熟状況か

ら科目指導方法、内容の改善に役立てる。 

なお、当校ではクラス担任制を採用しており、担任が成績を管理把握し、個々の学

習指導、相談に応じている。また、特に成績評価下位(概ね下位 1/4)の学生に対し、

注意喚起、取り組み姿勢の改善や学力向上に向けた補習指導など、対策を講じている。 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 
30人 

（100％） 

0人 

（0％） 

30人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

 病院、眼科クリニック 

（就職指導内容） 

 履歴書指導、面接指導、自己分析 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 視能訓練士国家資格  30名受験、30名合格 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  33人 2人  6.1％ 

（中途退学の主な理由） 

 学業不振、進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学習サポート(補講の実施、試験対策授業の実施)、職業観の醸成（卒業後のあるべ

き姿の見える化）、早めの個別面談と個人授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 専門課程 歯科衛生学科 〇  
修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 昼間 2,957 

単位時間／単位 

1,341 

単位時間

/単位 

986 

単位時間

/単位 

630 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

2,957単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

150人 101人 0人 5人 45人 50人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

毎年 12月中旬から 2月中旬にかけて、各科目の実施状況から授業内容や方法の見

直しを図り、次年度の授業計画を作成している。 

授業計画は、定型様式を準備し、授業の方法や内容に加え、当該科目の到達目標、

成績評価方法、基準を設け、シラバスとして科目ごとに作成し、学科別学年別にとり

まとめ、授業計画の作成後、校長の確認決裁を受け、学生に公表している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学生に公表のシラバスに記載の成績評価方法、基準に基づき、科目別に成績の基準

点となる評点を算定。学則第 11条 3 項に則り、Ａ～Ｄの 4段階評価に置き換え、成

績会議を経て、Ｃ以上の成績評価を受けたものを合格とし、当該科目の成績並びに履

修を認定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

成績会議にて科目別の成績評価、単位認定を積み重ね、卒業学年最終の成績会議の

際に卒業判定会議を兼ね、学則第 9条に示した学科別に規定する時間数、単位数の履

修状況を確認し、規定に達した者を卒業認定する。なお、認定方針は、学則並びに「学

習のしおり」に示し公表している。また、認定方針の改定が必要な場合は、運営会議

に諮り検討する。 

学修支援等 

（概要） 

成績評価の基準となる評点から、学生個々の習熟状況を把握するとともに、学科学

年全体における成績状況の分布傾向を把握し、個々の学習指導、全体的な習熟状況か

ら科目指導方法、内容の改善に役立てる。 

なお、当校ではクラス担任制を採用しており、担任が成績を管理把握し、個々の学

習指導、相談に応じている。また、特に成績評価下位(概ね下位 1/4)の学生に対し、

注意喚起、取り組み姿勢の改善や学力向上に向けた補習指導など、対策を講じている。 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 
35人 

（100％） 

1人 

（2.9％） 

33人 

（94.2％） 

1人 

（2.9％） 

（主な就職、業界等） 

 歯科医院 

（就職指導内容） 

 資格(歯科衛生士)を取得し、資格を活かせる歯科医院、病院歯科などに 

就職を斡旋している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 歯科衛生士国家資格 35名受験、34名合格 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  35人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学業サポート(補講、補習の実施、試験対策授業の実施)、職業観の醸成(卒業後の

あるべき姿の見える化）、早めの個別面談と個人授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 専門課程 歯科技工学科 〇  
修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼間 1,960 

単位時間／単位 

404 

単位時間

/単位 

46 

単位時間

/単位 

1,510 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1,960単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

70人 19人 0人 3人 19人 22人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

毎年 12月中旬から 2月中旬にかけて、各科目の実施状況から授業内容や方法の見

直しを図り、次年度の授業計画を作成している。 

授業計画は、定型様式を準備し、授業の方法や内容に加え、当該科目の到達目標、

成績評価方法、基準を設け、シラバスとして科目ごとに作成し、学科別学年別にとり

まとめ、授業計画の作成後、校長の確認決裁を受け、学生に公表している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学生に公表のシラバスに記載の成績評価方法、基準に基づき、科目別に成績の基準

点となる評点を算定。学則第 11条 3 項に則り、Ａ～Ｄの 4段階評価に置き換え、成

績会議を経て、Ｃ以上の成績評価を受けたものを合格とし、当該科目の成績並びに履

修を認定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

成績会議にて科目別の成績評価、単位認定を積み重ね、卒業学年最終の成績会議の

際に卒業判定会議を兼ね、学則第 9条に示した学科別に規定する時間数、単位数の履

修状況を確認し、規定に達した者を卒業認定する。なお、認定方針は、学則並びに「学

習のしおり」に示し公表している。また、認定方針の改定が必要な場合は、運営会議

に諮り検討する。 

学修支援等 

（概要） 

成績評価の基準となる評点から、学生個々の習熟状況を把握するとともに、学科学

年全体における成績状況の分布傾向を把握し、個々の学習指導、全体的な習熟状況か

ら科目指導方法、内容の改善に役立てる。 

なお、当校ではクラス担任制を採用しており、担任が成績を管理把握し、個々の学

習指導、相談に応じている。また、特に成績評価下位(概ね下位 1/4)の学生に対し、

注意喚起、取り組み姿勢の改善や学力向上に向けた補習指導など、対策を講じている。 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 
6人 

（100％） 

0人 

（0％） 

6人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

 技工所、歯科医院・クリニック 

（就職指導内容） 

 履歴書指導、面接指導、自己分析 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 歯科技工士国家資格  6名受験、6名合格 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  7人 1人  14.3％ 

（中途退学の主な理由） 

 学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 学業サポート(補講、補習の実施、試験対策授業の実施)、職業観の醸成(卒業後の

あるべき姿の見える化）、早めの個別面談と個人授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 専門課程 医療事務クラーク学科 〇  
修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼間 1,717 

単位時間／単位 

1,158 

単位時間

/単位 

154 

単位時間

/単位 

165 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

240 

単位時間

/単位 

1,717単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80人 19人 0人 3人 12人 15人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

毎年 12月中旬から 2月中旬にかけて、各科目の実施状況から授業内容や方法の見

直しを図り、次年度の授業計画を作成している。 

授業計画は、定型様式を準備し、授業の方法や内容に加え、当該科目の到達目標、

成績評価方法、基準を設け、シラバスとして科目ごとに作成し、学科別学年別にとり

まとめ、授業計画の作成後、校長の確認決裁を受け、学生に公表している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学生に公表のシラバスに記載の成績評価方法、基準に基づき、科目別に成績の基準

点となる評点を算定。学則第 11条 3 項に則り、Ａ～Ｄの 4段階評価に置き換え、成

績会議を経て、Ｃ以上の成績評価を受けたものを合格とし、当該科目の成績並びに履

修を認定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

成績会議にて科目別の成績評価、単位認定を積み重ね、卒業学年最終の成績会議の

際に卒業判定会議を兼ね、学則第 9条に示した学科別に規定する時間数、単位数の履

修状況を確認し、規定に達した者を卒業認定する。なお、認定方針は、学則並びに「学

習のしおり」に示し公表している。また、認定方針の改定が必要な場合は、運営会議

に諮り検討する。 

学修支援等 

（概要） 

成績評価の基準となる評点から、学生個々の習熟状況を把握するとともに、学科学

年全体における成績状況の分布傾向を把握し、個々の学習指導、全体的な習熟状況か

ら科目指導方法、内容の改善に役立てる。 

なお、当校ではクラス担任制を採用しており、担任が成績を管理把握し、個々の学

習指導、相談に応じている。また、特に成績評価下位(概ね下位 1/4)の学生に対し、

注意喚起、取り組み姿勢の改善や学力向上に向けた補習指導など、対策を講じている。 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 
9人 

（100％） 

0人 

（0％） 

8人 

（88.9％） 

1人 

（11.1％） 

（主な就職、業界等） 

 病院、クリニック 他 

（就職指導内容） 

 求人票の見方、履歴書の書き方、面接練習、礼儀・マナー、 

自己 PRについて 
（主な学修成果（資格・検定等）） 

 医療事務コンピュータ技能認定試験 3級  9名受験、7名合格 

 医科医療事務技能審査試験        9名受験、9名合格 

 医科医療事務管理士技能認定試験     9名受験、9名合格 

 Excel表計算処理技能認定試験 3級    8名受験、7名合格 

 実務技能秘書検定 2級          6名受験、3名合格 

 実務技能秘書検定 3級          9名受験、8名合格 

 診療報酬請求事務能力認定試験      9名受験、2名合格 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  9人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学業サポート(補講、補習の実施、試験対策授業の実施)、職業観の醸成(卒業後の

あるべき姿の見える化）、早めの個別面談と個人授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

 救急救命学科  200,000円 800,000円 220,000円 入学検定料、教育充実費 

 臨床工学科  200,000円 1,010,000円 220,000円 入学検定料、教育充実費 

 臨床検査学科 200,000円 1,000,000円 270,000円 入学検定料、教育充実費 

 視能訓練学科 200,000円 790,000円 170,000円 入学検定料、教育充実費 

歯科衛生学科 200,000円 630,000円 170,000円 入学検定料、教育充実費 

歯科技工学科 200,000円 950,000円 270,000円 入学検定料、教育充実費 

 医療事務クラーク学科 100,000円 640,000円 170,000円 入学検定料、教育充実費 

修学支援（任意記載事項） 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://yoshida-g.ac.jp/disclosure/iryoshika/zitumu-zyugyou-

iryoshika/ 
学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

医療系専門学校の社会的責任を果たすため、本校の校訓や教育目標、教育

実績などの実態と照らし合せ、自らの教育研究活動等の状況を自己点検、自

己評価し、現状の把握・認識に努め、課題や改善を要する点などを検証し、

教育の質・水準の向上、学校関係者への報告によるガバナンスの改善につな

げるとともに組織的継続的な取り組みを図り学校運営力の向上に努めてい

くことを目的に実施する。 

自己点検・評価事項は以下 11項目。 

・教育理念・目標 

・学校運営 

・教育活動 

・学修成果 

・学生支援 

・教育環境 

・学生の受け入れ募集 

・財務 

・法令等の遵守 

・社会貢献、地域貢献 

・国際交流 

 

委員会の委員は、卒業生、保護者、地域住民、企業関係者、高等学校関係

者、その他教育に関する有識者 3名以上により構成される。 

委員会は校長が招集し、例年 7月頃、1年度内に 1回開催する。 

 



  

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

北海道大学大学院歯学研究院 

教授 

2024/4/1～2025/3/31 企業等委員 

石狩北部地区消防事務組合 

石狩消防署警防課 救急担当 

2024/4/1～2025/3/31 卒業生 

学校法人創成学園  

札幌創成高等学校 校長 

2024/4/1～2025/3/31 他校校長 

札幌狸小路商店街振興組合 

理事・会長 

2024/4/1～2025/3/31 地域関係者 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://yoshida-g.ac.jp/disclosure/wp-disclosure/wp-

content/uploads/2022/03/2022Igakkou.pdf 
第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://yoshida-iryoshika.jp/ 
 


